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は じ め に                     
1997年5月30日の食品衛生法施行規則の改正で

ノロウイルス （2003年8月29日同規則改正で小型球

形ウイルスから名称変更）及びその他のウイルスと腸

管出血性大腸菌（VT産生）が、1999年12月28日に

は同規則改正によりコレラ菌、赤痢菌、チフス菌、パ

ラチフスA菌が、2012年12月28日にはクドア、ザルコ

システィス、アニサキス及びその他の寄生虫が食中

毒事件票に病因物質として追加された。これらの施

行規則の改正により、ウイルス性食中毒が位置づけ

られるとともに、 コレラ菌等の4菌種についても飲食

に起因する健康被害発生時は、他の食中毒病因物

質と同じ措置がとられるようになった。

本報告では、2020年度に発生した本県食中毒事

例で検出された病因物質について報告する。

調 査 方 法
長崎県生活衛生課が取りまとめた2020年度の食

中毒発生状況（長崎市及び佐世保市の発生届出分

含む）により、主要病因物質（細菌、ウイルス、寄生

虫、自然毒及び化学物質等）ごとに事件数及び患

者数を集計した。

各々の食中毒事例について、患者からの聞き取り

情報、喫食状況及び細菌検査情報を県内の所轄保

健所から収集した。

結 果 及 び 考 察
長崎県内では5事例の食中毒の発生があった。発

生事例の内訳を表1に示した。

１ 細菌性食中毒

細菌性食中毒は、カンピロバクター属菌によるも

のが1事例、黄色ブドウ球菌によるものが1事例発生

した。

カンピロバクター属菌による食中毒は、県央保健

所管内（事例No.1）で1事例発生した。本事例につ

いては、当センターで検査を実施した。有症者4名

の検体が搬入され、すべてからカンピロバクター・ジ

ェジュニが検出された。調理従事者3名からカンピロ

バクター属菌は検出されなかった。

黄色ブドウ球菌による食中毒は、対馬保健所管

内で1事例発生した（事例No.3）。当センターに有症

者便、従事者便、食材が搬入され、検査を実施し

た。有症者便13名中10名、食材から黄色ブドウ球菌

が分離された。食材は共通食であった弁当の５区画

中2区画から黄色ブドウ球菌が検出された。陽性とな

った12検体中10検体から分離された黄色ブドウ球菌

は、エンテロトキシンA型、コアグラーゼⅡ型であっ

た。本事例は飲食店で製造され、自治会から敬老の

祝いに配布された弁当が原因と断定された。
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２ ウイルス性食中毒

ノロウイルスによる食中毒は、県央保健所管内

（事例No.4） で1事例発生した。原因と推定された

弁当の製造をした施設は県央保健所管内の飲食店

であったが、有症者は佐世保市や西彼保健所管内

でも探知された。県央保健所から調理従事者9名お

よび有症者2名、西彼保健所から有症者9名の検体

が搬入され、当センターで検査を実施した。その結

果、有症者11名中8名および従事者9名中2名からノ

ロウイルスGⅡ.４が検出された。10名から得られた増

幅産物のシークエンス解析を行った結果、解析可能

であった塩基配列は10名ですべて一致した。

３ 寄生虫性食中毒

アニサキスによる食中毒は長崎市保健所管内で2

事例発生した。いずれも医療機関でアニサキスが確

認された。

また、3月にクドア・セプテンプンクタータ（以下クド

ア）による食中毒を疑う事例について、有症者およ

びヒラメの検体が搬入された。有症者便からクドアの

遺伝子は検出されず、ヒラメは顕微鏡検査陰性、遺

伝子検査結果は4×10４ｺﾋﾟｰ/g（陽性は107ｺﾋﾟｰ/g以

上）で陰性であった。
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検
体
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/
検
出
数

検体
（由来）

備考

4/4 有症者便

0/3 従事者便

2 2020/8/1 長崎市 不明 1 不明 不明 アニサキス 医療機関で患者からアニサキスを摘出

10/13 有症者便

0/5 従事者便

2/5 食材※

8/11 有症者便

2/9 従事者便

5 2021/1/25 長崎市 3 1 不明 不明 アニサキス 医療機関で患者からアニサキスを摘出

※　 　本表は、県民生活部生活衛生課の食中毒発生状況一覧表（長崎市、佐世保市発生分含む）から作成した。

※※　病因物質の検出数は、環境保健研究センター保健科対応事例のみとした。

飲食店 7/18に提供された食事 カンピロバクター
・ジェジュニ

3

4 2020/12/16

1 2020/7/19 大村市 7 7

※弁当内の食品14品を区画ごとに分け
5検体とした

2020/9/26 対馬市 53 25 飲食店 9/26に提供された弁当 黄色ブドウ球菌

ノロウイルス
GⅡ .4川棚町 1479 90 飲食店 不明

表１ 長崎県内の食中毒発生状況および病因物質（Apr.2020～Mar.2021）


